
石川県穴水町
能登半島地震災害復旧支援の記録

能登の伝統　キリコ祭り

　２０２４年１月１日、石川県能登半島で最大震度７の揺れを観測する大地震が発生。多数の人的・住家
被害が発生した。静岡県測量設計業協会は全国測量設計業協会連合会経由で石川県測量設計業協会
の要請を受け、鳳珠郡穴水町と協定を結び同地の復旧支援活動に尽力した。この冊子では、穴水町の
被災地で災害復旧支援に携わった協会員11社の活動を【①支援の内容 ②期間 ③円滑な支援のため
の改善案 ④南海トラフ地震への備え】に抜粋した形で編纂した。

～南海トラフ巨大地震に備えて～

一般社団法人 静岡県測量設計業協会
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【
株
式
会
社
東
日
】

●
支
援
内
容
―
測
量
で
は
、３
次
元
点
群
デ
ー
タ
な
ど

を
活
用
し
て
構
造
物
に
よ
る
道
路
災
害
復
旧
箇
所

７
箇
所
、河
川
災
害
３
箇
所
を
調
査
し
、平
面
図
・

横
断
面
図
・
縦
断
面
図
を
作
成
。
設
計
で
は
、構
造

物
に
よ
る
道
路
災
害
復
旧
箇
所
６
箇
所（
他
社
測
量

１
箇
所
含
む
）を
対
象
に
査
定
用
資
料
と
実
施
設
計

図
書
を
作
成

【
静
岡
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
】

●
支
援
内
容
―
町
内
の
災
害
復
旧
７
箇
所
を
対
象
に

調
査
し
、基
準
点
測
量
、現
地
測
量
、路
線
測
量
、地

上
レ
ー
ザ
測
量
を
実
施
。
申
請
図
書
と
Ｕ
Ａ
Ｖ
簡

易
オ
ル
ソ
を
作
成

●
期
間
―
２
０
２
４
年
６
月
17
日
〜
７
月
12
日（
現
地

測
量
）、６
月
20
日
〜
８
月
30
日（
測
量
の
内
業
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
事
前
に
詳
細
な

調
査
範
囲
の
状
況
や
情
報
が
多
く
あ
れ
ば
、現
地
着

手
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
事
前
準
備
や
体
制
づ
く

り
が
で
き
る

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）

操
縦
者
・
災
害
復
旧
業
務
技
術
者
の
育
成
、点
群

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
３
次
元
設
計
の
推
進
、衛
星
通

信
網（
ス
タ
ー
リ
ン
ク
等
）の
活
用
検
討
な
ど
が
必
要

【
株
式
会
社
東
海
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
】

●
支
援
内
容
―
町
内
の
道
路
・
河
川
の
災
害
復
旧
14

箇
所
を
現
地
踏
査
し
、起
終
点
の
確
認
や
測
量
作
業

を
実
施

●
期
間
―
現
地
測
量
に
３
週
間
、測
量
の
内
業
に
３
週

間
●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
作
業
方
針
の
統

一
化（
例
と
し
て
座
標
の
決
め
方
）、現
地
派
遣
前
の
全

体
会
議（
共
通
認
識
を
も
つ
）

●
期
間
―
２
０
２
４
年
６
月
３
〜
24
日（
現
地
測
量
）、

６
月
３
〜
８
日（
設
計
の
現
地
調
査
）、６
月
25
日
〜

７
月
16
日（
測
量
の
内
業
）、７
月
11
日
〜
11
月
20
日

（
査
定
資
料
作
成
）、そ
の
後
２
０
２
５
年
３
月
末
ま

で
実
施
設
計
を
予
定

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
連
絡
一
覧
表
の

作
成
・
配
布
・
更
新
、協
会
会
員
が
利
用
で
き
る
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
の
設
置
、県
内
業
務
と
同
様
に
災
害

業
務
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
な
ど
を
希
望
。

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
協
会
・
協
会
員
各
社
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
作
成
、迅
速
な
初
動
対
応
の
た
め
に
複
数
企
業

間
で
協
力
し
合
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

【
服
部
エ
ン
ジ
ニ
ア
株
式
会
社
】

●
支
援
内
容
―
町
道
３
路
線
の
災
害
復
旧
８
箇
所
を

調
査
し
、基
準
点
測
量
・
現
地
測
量
・
路
線
測
量
を

実
施
。
平
面
図
・
断
面
図
の
作
成
に
は
発
災
前
後

の
点
群
デ
ー
タ
を
利
用
。
山
頂
ま
で
崩
壊
し
て
い
る

箇
所
や
不
明
瞭
な
部
分
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ａ
Ｖ
撮
影
を

実
施

●
期
間
―
２
０
２
４
年
６
月
12
〜
27
日（
現
地
測
量
）、

６
月
28
日
〜
７
月
18
日（
測
量
の
内
業
）、10
月
21
〜

23
日（
豪
雨
に
よ
る
増
破
の
対
応
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
平
面
図
の
ベ
ー

ス
に
台
帳
を
使
用
し
た
が
画
像
デ
ー
タ
で
汎
用
性
が

低
か
っ
た
た
め
、Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
よ
う

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
平
常
時
か
ら
非
常
用
品

を
備
蓄
し
、避
難
訓
練
を
実
施
す
る

【
株
式
会
社
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
】

●
支
援
内
容
―
道
路
13
箇
所
、河
川
３
箇
所
、急
傾
斜

１
箇
所
を
調
査
し
、基
準
点
測
量
、現
地
測
量
、路

に
準
備
。
発
災
後
は
迅
速
に
Ｌ
Ｐ
デ
ー
タ
を
取
得
、

公
開
す
る
こ
と
で
被
災
箇
所
を
把
握
し
、復
旧
の
優

先
順
位
な
ど
の
決
定
に
役
立
て
る

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
非
常
用
の
電
源
・
飲
料
水
・

食
料
の
確
保
。
大
規
模
災
害
発
生
時
の
他
県
へ
の

支
援
要
請
の
た
め
、県
同
士
で
支
援
し
合
え
る
体
制・

ル
ー
ル
作
り
が
必
要

線
・
河
川
測
量
を
実
施
。
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
オ
ル
ソ
画

像
の
作
成
、国
土
交
通
省
の
Ｌ
Ｐ
デ
ー
タ
な
ど
、３
次

元
デ
ー
タ
を
活
用

●
期
間
―
２
０
２
４
年
７
月
１
日
〜
８
月
１
日（
現
地

測
量
）、７
月
８
日
〜
８
月
30
日（
測
量
の
内
業
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
災
害
場
所
・
箇

所
数
の
詳
細
情
報（
作
業
計
画
が
立
案
で
き
る
）、支

援
依
頼
が
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、激
甚
災
害
や
巨

大
地
震
等
が
発
生
し
た
場
合
は
協
会
内
で
協
議
を

し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い（
支
援
の
可
否
な
ど
の

判
断
も
含
め
て
）。
リ
ス
ト
作
成
も
必
要

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
発
災
時
に
い
か
に
素
早
く

現
地
に
赴
け
る
か
初
動
対
応
の
確
認
、発
注
者
と
協

会
と
の
円
滑
な
連
携
体
制
の
構
築
。
行
政
や
建
設

業
界
に
は
、被
災
後
の
Ｌ
Ｐ
デ
ー
タ
取
得
と
提
供
、地

震
災
害
を
経
験
し
た
協
会
か
ら
の
情
報
収
集
が
必

要
【
昭
和
設
計
株
式
会
社
】

●
支
援
内
容
―
町
内
７
箇
所
を
対
象
に
法
面
崩
壊
、

路
肩
崩
壊
、盛
土
路
体
の
沈
下
・
亀
裂
、液
状
化
に

よ
る
路
面
と
排
水
施
設
の
沈
下
な
ど
の
道
路
災
害

を
調
査
。
１
箇
所
で
道
路
詳
細
設
計
、流
末
水
路
設

計
を
実
施
。Ｕ
Ａ
Ｖ
撮
影
に
よ
る
航
空
写
真
の
活
用
、

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
被
災
箇
所
の
測
量
、既
存

デ
ー
タ（
Ｌ
Ｐ
デ
ー
タ
）に
よ
る
周
辺
地
形
の
把
握

道路災害復旧のため測量

大規模な斜面崩壊が発生

地震により亀裂が発生した道路
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●
期
間
―
２
０
２
４
年
６
月
30
日
〜
８
月
３
日（
現
地

測
量
）、６
月
30
日
〜
７
月
13
日（
設
計
の
現
地
調

査
）、８
月
５
〜
30
日（
測
量
の
内
業
）、９
月
１
日
〜

10
月
31
日（
設
計
の
内
業
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
各
社
の
窓
口
の
一

元
化（
メ
ー
ル
の
仕
分
け
の
労
力
削
減
）、成
果
の
サ

ン
プ
ル
デ
ー
タ
の
作
成
・
支
給
な
ど

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
社
内
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
構
築
、大

規
模
地
震
に
対
す
る
知
見
・
技
術
の
習
得
、ド
ロ
ー

ン
操
縦
者
の
増
員
が
必
要
。
行
政
に
は
仕
様
書
の

作
成
・
土
木
系
職
員
の
増
員
を
、業
界
に
は
災
害
対

応
で
き
る
人
材
の
計
画
的
な
育
成
を
求
め
る

【
株
式
会
社
フ
ジ
ヤ
マ
】

●
支
援
内
容
―
町
内
13
箇
所
を
対
象
に
、基
準
点
・
現

地
測
量
、中
心
線
測
量
、縦
・
横
断
測
量
な
ど
を
実

施
。
ま
た
、３
次
元
デ
ー
タ
を
地
上
型
レ
ー
ザ
計
測
、

Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
で
取
得
。
衛
星
画
像
を
活
用
し
た
地

盤
変
動
量
解
析
を
実
施
。
設
計
で
は
３
橋
梁
の
予

備
・
詳
細
設
計
、１
箇
所
で
地
す
べ
り
対
策
詳
細
設

計
、２
箇
所
で
路
肩
崩
壊
対
策
設
計
に
対
応
中

●
期
間
―
２
０
２
４
年
６
月
10
日
〜
10
月
４
日（
現
地

測
量
）、６
月
17
日
〜
断
続
的
に
進
行
中（
設
計
の
現

地
調
査
）、６
月
17
日
〜
９
月
30
日（
測
量
の
内
業
）、

７
月
〜
（
設
計
の
内
業
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
デ
ー
タ
の
や
り

【
大
鐘
測
量
設
計
株
式
会
社
】

●
支
援
内
容
―
町
内
２
箇
所
を
対
象
に
、路
肩
崩
壊

対
策
設
計
、現
地
踏
査
、３
次
元
計
測（
L
i
D
A
R
）、

Ｕ
Ａ
Ｖ
撮
影（
ド
ロ
ー
ン
）を
実
施
。

●
期
間
―
設
計
の
現
地
調
査
に
２
日
間（
協
議
含
む
）

を
要
す
。
２
０
２
４
年
８
月
17
日
〜
11
月
６
日（
設

計
の
内
業
）※
簡
素
化
図
面
・
数
量
表
作
成
、詳
細

設
計
図
面
・
数
量
表
作
成
な
ど

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
発
注
者
と
設
計

者
の
連
絡
を
各
社
で
行
っ
て
お
り
、業
者
間
の
連
絡

も
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
感
じ
た
。
設
計
条
件
や
進
捗

状
況
の
情
報
共
有
を
行
う
た
め
の
発
注
者
を
含
め

た
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
等
の
活
用
、オ
ン
ラ
イ
ン
協
議

が
必
要

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
被
災
前
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、G
空
間
情
報
セ
ン
タ
ー（
V
I
R
T
U
A
L

S
H
I
Z
U
O
K
A
）を
常
に
最
新
の
状
況
に
し
て
お

く
。
行
政
は
デ
ジ
タ
ル
化
等
を
含
め
た
必
要
な
予

算
の
確
保
を
。
業
界
に
は
協
力
体
制
の
確
立
、積
算

シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
、地
元
コ
ン
サ
ル
に
よ
る
支
援
業

者
の
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
体
制
が
必
要

取
り
が
出
来
る
共
有
サ
ー
バ
ー
の
構
築
、既
存
の

デ
ー
タ
の
事
前
整
理（
紙
図
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
）を
提
案

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
平
常
時
に
は
前
述
の
２
改

善
案
を
実
施
。
行
政
に
は
、発
生
直
後
の
民
間
電
子

基
準
点
等
の
庁
舎
へ
の
設
置
や
県
外
案
件
の
業
務

履
行
の
中
断
要
請
、業
界
に
は
社
内
保
有
デ
ー
タ
の

ク
ラ
ウ
ド
化
や
社
内
Ｐ
Ｃ
損
傷
の
際
の
役
場
活
用

等
を
求
め
る

【
株
式
会
社
ウ
イ
ン
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

●
支
援
内
容
―
10
工
区
・
４
路
線
を
対
象
に
、Ｌ
Ｐ

デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
現
況
平
面
図
作
成
、中
心

線
測
量（
法
線
）、縦
断
測
量
、横
断
測
量
な
ど
を
実

施
●
期
間
―
２
０
２
４
年
６
月
12
日
〜
７
月
４
日（
現
地

測
量
）、６
月
12
〜
14
日（
設
計
の
現
地
調
査
）、６
月

15
日
〜
７
月
20
日（
測
量
の
内
業
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
（
情
報
の
共
有

化
）復
旧
工
事
の
た
め
現
場
に
入
れ
な
い
時
が
あ
っ

た
。（
測
量
範
囲
の
明
確
化
）被
災
箇
所
が
広
範
囲
に

あ
っ
た
た
め
、事
前
に
詳
細
な
調
査
範
囲
や
状
況
が

分
か
れ
ば
よ
り
効
率
的
に
測
量
が
行
え
た
。（
緊
急

時
の
備
え
）事
故
等
の
緊
急
事
態
が
生
じ
た
場
合
に

備
え
、病
院
の
所
在
地
や
被
災
し
て
い
る
中
で
の
開

設
状
況
な
ど
の
情
報
が
事
前
に
共
有
で
き
る
と
良

い
●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
―
地
震
発
生
直
後
の

被
災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、陸
上
に
お
い
て
は
ド

ロ
ー
ン
、水
中
部
に
お
い
て
は
マ
ル
チ
ビ
ー
ム
等
を
使

用
し
て
情
報
を
取
得
し
、自
治
体
な
ど
が
早
期
に
総

合
的
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
必
要

【
株
式
会
社
中
部
綜
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
】

●
支
援
内
容
―
町
内
９
箇
所
を
対
象
に
、軽
微
な
測

量
、被
災
状
況
の
把
握
、写
真
撮
影
他
を
実
施
。
成

果
を
元
に
設
計
を
実
施
中

●
期
間
―
３
泊
４
日
で
設
計
の
現
地
調
査
、成
果
を
元

に
設
計
の
内
業
中

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
災
害
に
精
通
し

行
動
力
の
あ
る
県
職
員
が
出
向
し
て
い
た
こ
と
で
、

県
内
業
社
の
協
力
が
可
能
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

る
。
静
岡
県
が
被
災
し
た
場
合
に
備
え
、県
や
協
会 打ち合わせの様子

送られた点群データを分析

測量の作業風景

道路に大きく走った亀裂を調査
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で
事
前
に
他
県
へ
の
協
力
要
請
の
詳
細
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
必
要

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
職
員
の
安
全
確
保
が
第

一
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
重
機
で
の
作
業
は
不

可
能
で
あ
る
た
め
、初
動
と
し
て
は
状
況
調
査
と
な

り
、速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
手
順
や
体
制
構
築

を
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
く
。
行
政
に
は
指
示
系
統

の
一
本
化
、業
界
に
は
日
頃
か
ら
の
高
い
防
災
意
識
の

醸
成
を
求
め
る

調
査
）、７
月
25
日
〜
２
０
２
５
年
３
月
末
予
定（
設

計
の
内
業
）

●
円
滑
な
支
援
の
た
め
の
改
善
案
―
測
量
着
手
時
に

設
計
支
援
会
社
と
調
整
。
設
計
支
援
も
同
時
に
募

集
。
県
内
の
設
計
会
社
で
合
同
打
合
せ
・
進
捗
確

認
を
実
施

●
南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
―
全
方
位
動
画
の
取
得
は

効
果
的
。
点
群
デ
ー
タ
な
ど
の
保
存
や
共
有
を
行

う

【
宿
舎・現
地
で
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
】

●
宿
舎
に
作
業
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と（
机
・

椅
子
・
冷
蔵
庫
）、作
業
環
境
の
向
上
・
改
善
に
協

力
的
で
あ
っ
た
こ
と（
W
i
│

F
i
ル
ー
タ
の
追
加
・

印
刷
複
合
機
の
設
置
）な
ど
が
良
か
っ
た

●
予
約
時
と
異
な
る
環
境（
風
呂
・
洗
濯
・
干
し
場
・
一

般
客
の
利
用
に
よ
る
予
定
変
更
等
）が
あ
っ
た

●
コ
ン
ビ
ニ
や
一
部
飲
食
店
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
は

営
業
を
再
開
し
て
い
た
た
め
生
活
に
不
自
由
は
無

か
っ
た

●
宿
舎
の
営
業
状
況
が
把
握
で
き
ず
、個
々
で
探
す
の

が
困
難
だ
っ
た

●
洗
濯
機
の
有
無
は
宿
舎
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、無

い
場
合
は
車
で
片
道
30
分
か
け
て
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
に
行
く
こ
と
も

●
宿
舎
の
従
業
員
や
地
元
住
民
か
ら
歓
迎
・
感
謝
の

言
葉
を
か
け
て
も
ら
え
た

●
石
川
県
測
協
奥
能
登
担
当
鳥
越
理
事
は
、穴
水
町
の

御
自
宅
が
被
災
さ
れ
な
が
ら
も
ご
家
族
・
地
元
縁

故
者
と
の
調
整
に
奔
走
さ
れ
、宿
泊
所（
地
元
公
民

館
等
）を
確
保
い
た
だ
い
た

【
株
式
会
社
日
進
】

●
支
援
内
容
―
町
内
６
箇
所
で
設
計
の
た
め
の
調
査

を
実
施
。
全
箇
所
を
Ｕ
Ａ
Ｖ
撮
影
、オ
ル
ソ
画
像
、三

次
元
写
真
モ
デ
ル
を
作
成

●
期
間
―
２
０
２
４
年
７
月
21
〜
24
日（
設
計
の
現
地

ドローンで撮影した崩壊箇所

作業中にボランティアの手伝い

家屋の倒壊も発生

夕食時の１コマ 民宿での作業の様子

歓迎のウェルカムボード 宿舎の作業部屋
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